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学校教育目標 
「共に学び，自ら鍛え，夢に向かって進む子供の育成」  かしこく やさしく つよく 

 

めざす子供像       めざす学校像       めざす教師像 

学校経営の柱 

社会の動向 学習指導要領 薩摩川内市教育基本計画 「北薩の教育」推進プラン 

児童の実態 職員の資質 保護者の願い 校区民の願い 

環境・施設 

幼保・小中一貫教育 施設・予算 

「共に学ぶ」場として 「自ら鍛える」場として 

「夢に向かう」場として 職員集団として 

(1) 教師による授業改善 

・主体的で対話的な深い学びの授業 

・小中一貫教育における道徳科の充実 

(2) 個別指導と学習の習慣化の徹底 

・100点チャレンジの徹底 

・スキルタイムと習熟指導による課題克服 

・家庭学習「もくもく週間」の定着 

（1） 大軣スポーツチャレンジでの体力つくり 

・フレンズ班(異年齢班)での体力つくり 

・進級カード活用による主体的鍛錬 

・「チャレンジかごしま」への挑戦 

（2） 健康・気力づくり 

・「笑顔であいさつ，お手伝い」の習慣化 

・むし歯予防と治療率 100％の達成 

（1） 自尊感情を高める教育環境の充実 

・人権を考える設営物等の工夫 

・人権意識を高める活動等の設定 

・積極的な賞賛（一人一受賞） 

（2） 子供の夢を育む教育環境の充実 

・薩摩川内元気塾事業の推進 

・体験的学習の推進及び外部人材活用 

（1） チームとしての仕事 

・全職員による情報共有と共通実践 

・職員全員で取り組む「１Ａction」 

（2） あと一歩の改善 

・課題意識をもって取り組む「１Ｔry」 

・活動後の自己・相互評価による改善 

（3） 教育者としての使命感と誇りの醸成 

（4） 働き方改革の趣旨に沿った業務改善 

大村報徳学園との連携 

・職員自己評価  ・保護者評価 

・児童自己評価  ・学校評議員評価 

・各種学力，適性検査等  ほか 

・適時の改善策の提案 

・学期ごとの見直しと次学期目標の設定 

・次年度の課題の明確化と教育課程の改善 


